


ほうじょう そううん



北条早雲 1432-1519

無一物で

京都から流れてきて

伊豆を切り取り

後北条帝国の礎を築く

ドラマティック（はあと）



下手だけど、いっしょうけんめい周りを消して、
プリントに印刷しました。
いかにもクセモノ風の顔、見てやってください。



早
雲

以後、５代１００年、
関東に北条帝国が繁栄した。 氏

綱

氏
康

氏
政

氏
直



早
雲

以後、５代１００年、
関東に北条帝国が繁栄した。 氏

綱

北条のすごさ
氏
康5代も続いた戦国大名は他にいない

武田・上杉・今川 みな２～3代どまり
氏
政

氏
直



サ
イ
ン

は
ん
こ 後北条氏

1495-1590



北条の勢力圏

相模・武蔵・安房
上総・下総・常陸
上野・下野

伊豆・駿河



早
雲

以後、５代１００年、
関東に北条帝国が繁栄した。 氏

綱

北条のすごさ ２
氏
康６カ国も治めた戦国大名は他にいない

武田・上杉・今川 みな２～3カ国どまり
氏
政

氏
直



早
雲

以後、５代１００年、
関東に北条帝国が繁栄した。 氏

綱

氏
康

長さも広さも戦国一

5代も続いた戦国大名は他にいない
武田・上杉・今川 みな２～3代どまり

氏
政6カ国も治めた戦国大名は他にいない

武田・上杉・今川 みな２～3カ国どまり
氏
直



ここでフシギに思うこと・・・



なぜ、こんなに無名なの？

北条５
代の名

前 全部言
えます

か？

来年の大河ドラマは武田だってさ

またあ？



NHK ホームページより





なぜ、武田や上杉や伊達ばかりが、もてはやされるんだろう？



早
雲

以後、５代１００年、
関東に北条帝国が繁栄した。 氏

綱

氏
康

長さも広さも戦国一

5代も続いた戦国大名は他にいない
武田・上杉・今川 みな２～3代どまり

氏
政6カ国も治めた戦国大名は他にいない

武田・上杉・今川 みな２～3カ国どまり
氏
直



北条早雲

無一物で

京都から流れてきて

伊豆を切り取り

後北条帝国の礎を築く

ドラマティック（はあと）

わしも大河ドラマの
主役になりたい！



先週の川中島では



謎１

なぜ、こんなに有名なの？

勝負つかなかったし
その後の歴史を
大きく動かしたわけでもないのに。



本日は一転して・・・

なぜ、こんなに無名なの？



先週の川中島では



安
養
寺
と
文
永
寺
の
二
つ
の
お
寺
を
再

興
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で

に
天
皇
の
ご
命
令
も
拝
領
致
し
ま
し
た

以
上
、
さ
ら
さ
ら
異
議
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
が
、
な
に
ぶ
ん
に
も
戦
国
の
世
の

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
来
る
秋
に

越
後
勢
と
決
戦
を
遂
げ
ま
し
て
勝
利
を

得
ら
れ
ま
し
た
な
ら
ば
、
き
っ
と
着
手

致
し
ま
し
ょ
う
。

武
田
信
玄
書
状

永
禄
元
年
（
１
５
５
８
）
閏
六
月
十
九
日

文
永
寺
文
書

武田１

謙信と信玄の手紙を読み解いた



本日は一転して・・・

日記を分析してみる



日記を書いたのは・・・

快元僧都
かいげんそうず

鎌倉の鶴岡八幡宮に勤めるお坊さんです。



当時、戦乱で荒廃した鶴岡八幡宮は

北条氏綱（北条氏の２代目）をパトロンとして

社殿の再建に着手した。



課題解説

合戦でなく造営を国の柱に選んだがゆえに、
忘れ去られた北条大帝国。そんな北条の
国の〈誰か〉になったつもりで、講義内容を
踏まえてお国自慢をしてみて下さい。

私は です。



課題解説

合戦でなく造営を国の柱に選んだがゆえに、
忘れ去られた北条大帝国。そんな北条の
国の〈誰か〉になったつもりで、講義内容を
踏まえてお国自慢をしてみて下さい。

私は です。

北条の殿様 有力家臣 木っ端役人
鶴岡八幡宮のエライ神官 下っ端
大工 職人 物売り 農民
近くに住んでる野菜売りのおばあさん
などなどなどなど

出題意図：歴史を体感する



では、快元さんの日記を読んでみます



A 勧進天
文
二
年
三
月
十
四
日

小
田
原
か
ら
、
鶴
岡
の
小
別
当
を
上

総
・
下
総
へ
派
遣
す
る
よ
う
に
と
の
指

示
が
参
っ
た
。

同
四
月
十
一
日

本
日
、
総
州
よ
り
小
別
当
殿
が
お
帰
り

に
な
っ
た
が
、
真
里
谷
（
ま
り
や
つ
）

以
下
安
房
の
衆
は
、
造
営
へ
の
助
力
を

拒
否
し
た
そ
う
な
。



同
閏
五
月
十
一
日

再
び
小
田
原
か
ら
、
神
主
は
武
蔵
へ
、

小
別
当
は
両
総
州
へ
勧
進
に
赴
く
よ
う

に
と
の
督
促
が
至
っ
た
の
で
、
「
こ
の

秋
に
は
参
り
ま
し
ょ
う
、
た
だ
い
ま
は

車
中
が
ご
た
ご
た
し
て
お
り
ま
し
て
延

引
致
し
て
お
り
ま
す
」
と
返
答
を
申
し

上
げ
た
。



天
文
二
年
三
月
十
四
日

小
田
原
か
ら
、
鶴
岡
の
小
別
当
を
上

総
・
下
総
へ
派
遣
す
る
よ
う
に
と
の
指

示
が
参
っ
た
。

同
四
月
十
一
日

本
日
、
総
州
よ
り
小
別
当
殿
が
お
帰
り

に
な
っ
た
が
、
真
里
谷
（
ま
り
や
つ
）

以
下
安
房
の
衆
は
、
造
営
へ
の
助
力
を

拒
否
し
た
そ
う
な
。

A 勧進

１５３３

北条氏綱
（２代目）

房総半島鶴岡八幡宮の再建



同
閏
五
月
十
一
日

再
び
小
田
原
か
ら
、
神
主
は
武
蔵
へ
、

小
別
当
は
両
総
州
へ
勧
進
に
赴
く
よ
う

に
と
の
督
促
が
至
っ
た
の
で
、
「
こ
の

秋
に
は
参
り
ま
し
ょ
う
、
た
だ
い
ま
は

車
中
が
ご
た
ご
た
し
て
お
り
ま
し
て
延

引
致
し
て
お
り
ま
す
」
と
返
答
を
申
し

上
げ
た
。

かんじん 宗教上のカンパ活動



Ａからわかること

北条氏綱は鶴岡八幡宮に指示して

房総半島に資金集めに行かせている

北条の敵国



拒否されても、くじけずに何度も派遣・・・

２年後 天文４年の６月６日

真里谷氏（北条の敵にあたる
小弓御所足利義明の家臣）より
５００貫文が届く



自分のところの神社を建て直すために、

何度も敵国に勧進に赴かせた氏綱の意図は？



次の領国拡張先である房総
方面へ影響を及ぼしたかった

歴史群像シリーズ
『戦国の堅城』より



Ｂ 材木天
文
四
年
十
月
二
十
一
日

去
る
八
月
以
来
、
上
総
峯
上
（
み
ね
が

み
）
の
地
の
古
木
を
当
社
の
用
材
に
と

伐
っ
て
お
る
。
ま
た
鳥
居
用
の
木
材
二

本
も
伐
っ
て
お
る
そ
う
な
。
こ
れ
は
上

総
の
国
が
我
が
国
に
属
し
て
、
造
営
の

材
木
が
自
由
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な

る
瑞
相
だ
と
、
皆
々
が
噂
し
て
お
る
ぞ
。



天
文
四
年
十
月
二
十
一
日

去
る
八
月
以
来
、
上
総
峯
上
（
み
ね
が

み
）
の
地
の
古
木
を
当
社
の
用
材
に
と

伐
っ
て
お
る
。
ま
た
鳥
居
用
の
木
材
二

本
も
伐
っ
て
お
る
そ
う
な
。
こ
れ
は
上

総
の
国
が
我
が
国
に
属
し
て
、
造
営
の

材
木
が
自
由
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な

る
瑞
相
だ
と
、
皆
々
が
噂
し
て
お
る
ぞ
。

Ｂ 材木

上総（敵国）か
ら材木を調達

なんでそんな遠方から？
運ぶのタイヘンなのに



Ｂ 材木天
文
四
年
十
月
二
十
一
日

去
る
八
月
以
来
、
上
総
峯
上
（
み
ね
が

み
）
の
地
の
古
木
を
当
社
の
用
材
に
と

伐
っ
て
お
る
。
ま
た
鳥
居
用
の
木
材
二

本
も
伐
っ
て
お
る
そ
う
な
。
こ
れ
は
上

総
の
国
が
我
が
国
に
属
し
て
、
造
営
の

材
木
が
自
由
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な

る
瑞
相
だ
と
、
皆
々
が
噂
し
て
お
る
ぞ
。



天
文
四
年
十
月
二
十
一
日

去
る
八
月
以
来
、
上
総
峯
上
（
み
ね
が

み
）
の
地
の
古
木
を
当
社
の
用
材
に
と

伐
っ
て
お
る
。
ま
た
鳥
居
用
の
木
材
二

本
も
伐
っ
て
お
る
そ
う
な
。
こ
れ
は
上

総
の
国
が
我
が
国
に
属
し
て
、
造
営
の

材
木
が
自
由
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な

る
瑞
相
だ
と
、
皆
々
が
噂
し
て
お
る
ぞ
。

Ｂ 材木

氏綱の意図：

敵国から材木を調達することで

遠からず上総も我が国になる、

と世論を盛り上げる。



Ｃ 洪水天
文
五
年
二
月
二
十
七
日

峯
上
の
材
木
を
曳
く
た
め
に
、
人
夫
数

千
人
派
遣
し
、
つ
い
で
に
鳥
居
の
木
も

山
か
ら
運
び
出
し
て
く
る
そ
う
な
。



Ｃ 洪水同
五
月
十
日

峯
上
の
鳥
居
の
木
を
運
ぶ
に
は
、
数
千

人
の
人
力
が
必
要
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

先
日
の
洪
水
が
数
十
町
も
押
し
流
し
て
、

海
に
臨
ん
だ
地
に
ま
で
運
ん
で
く
れ
た

そ
う
な
。



ところが、邪魔が入る

敵国になど材木を渡すな、
と房総の武士たちが抵抗



天
文
六
年
六
月
一
日

謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
当
社
は
応
永

以
来
造
営
さ
れ
ず
に
断
絶
の
危
機
に
瀕

し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
信
仰
に
あ

つ
い
氏
綱
様
が
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
手
配

く
だ
さ
い
ま
し
て
、
戦
乱
の
中
で
も
造

営
工
事
が
進
み
、
上
宮
の
回
廊
な
ど
昔

に
劣
ら
な
い
も
の
が
で
き
ま
し
て
、
誠

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｄ 説得

快
元
、
北
条
氏
綱
の
指
示
で

足
利
義
明
に
嘆
願
書
を
書
く
、



Ｄ 説得と
こ
ろ
で
、
近
国
に
良
材
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
、
安
房
と
上
総
の
材
木
を
入

手
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
両
国
の

人
々
が
当
国
に
背
い
て
神
木
を
渡
し
て

く
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
は
、

せ
っ
か
く
の
造
営
が
頓
挫
し
て
し
ま
い

ま
す
。 快

元
、
北
条
氏
綱
の
指
示
で
、

足
利
義
明
に
嘆
願
書
を
書
く
（
つ
づ
き
）



Ｄ 説得ど
う
ぞ
、
御
所
様
よ
り
、
材
木
を
渡
す

よ
う
に
両
国
へ
仰
せ
出
さ
れ
て
く
だ
さ

い
ま
し
。
こ
れ
は
大
鳥
居
な
ど
に
用
い

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
決
し
て
氏

綱
様
の
自
用
の
た
め
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
ど
う
ぞ
、
よ
し
な
に
。

快
元
、
北
条
氏
綱
の
指
示
で
、

足
利
義
明
に
嘆
願
書
を
書
く
（
お
わ
り
）



ど
う
ぞ
、
御
所
様
よ
り
、
材
木
を
渡
す

よ
う
に
両
国
へ
仰
せ
出
さ
れ
て
く
だ
さ

い
ま
し
。
こ
れ
は
大
鳥
居
な
ど
に
用
い

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
決
し
て
氏

綱
様
の
自
用
の
た
め
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
ど
う
ぞ
、
よ
し
な
に
。

Ｄ 説得

小弓御所足利
義明



ど
う
ぞ
、
御
所
様
よ
り
、
材
木
を
渡
す

よ
う
に
両
国
へ
仰
せ
出
さ
れ
て
く
だ
さ

い
ま
し
。
こ
れ
は
大
鳥
居
な
ど
に
用
い

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
決
し
て
氏

綱
様
の
自
用
の
た
め
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
ど
う
ぞ
、
よ
し
な
に
。

Ｄ 説得

小弓御所足利
義明

神
様
の
た
め
だ
！
と
言
い
張
っ
て

つ
い
に
敵
国
か
ら
の
材
木
調
達
に
成
功



Ｅ 到着上
総
か
ら
の
鳥
居
の
木
が
三
崎
に
着
い

た
の
で
、
小
坪
に
回
航
し
、
由
比
ヶ
浜

へ
と
数
千
人
で
曳
き
上
げ
た
。
太
さ
三

尋
（
ひ
ろ
）
余
り
で
、
長
さ
は
一
〇
尋

と
い
う
巨
木
だ
。
こ
の
大
木
が
、
峯
上

か
ら
川
を
下
り
佐
貫
浦
へ
出
て
、
あ
ち

こ
ち
の
浦
を
ま
わ
っ
て
当
社
に
や
っ
て

き
た
な
ん
て
、
希
代
の
不
思
議
、
と
て

も
人
の
力
の
な
せ
る
わ
ざ
で
は
な
い
と
、

諸
人
が
し
き
り
と
噂
し
て
お
る
わ
。

天
文
六
年
七
月
十
六
日



上
総
か
ら
の
鳥
居
の
木
が
三
崎
に
着
い

た
の
で
、
小
坪
に
回
航
し
、
由
比
ヶ
浜

へ
と
数
千
人
で
曳
き
上
げ
た
。
太
さ
三

尋
（
ひ
ろ
）
余
り
で
、
長
さ
は
一
〇
尋

と
い
う
巨
木
だ
。
こ
の
大
木
が
、
峯
上

か
ら
川
を
下
り
佐
貫
浦
へ
出
て
、
あ
ち

こ
ち
の
浦
を
ま
わ
っ
て
当
社
に
や
っ
て

き
た
な
ん
て
、
希
代
の
不
思
議
、
と
て

も
人
の
力
の
な
せ
る
わ
ざ
で
は
な
い
と
、

諸
人
が
し
き
り
と
噂
し
て
お
る
わ
。

Ｅ 到着

太さ 5m
長さ 15-20ｍ



上
総
か
ら
の
鳥
居
の
木
が
三
崎
に
着
い

た
の
で
、
小
坪
に
回
航
し
、
由
比
ヶ
浜

へ
と
数
千
人
で
曳
き
上
げ
た
。
太
さ
三

尋
（
ひ
ろ
）
余
り
で
、
長
さ
は
一
〇
尋

と
い
う
巨
木
だ
。
こ
の
大
木
が
、
峯
上

か
ら
川
を
下
り
佐
貫
浦
へ
出
て
、
あ
ち

こ
ち
の
浦
を
ま
わ
っ
て
当
社
に
や
っ
て

き
た
な
ん
て
、
希
代
の
不
思
議
、
と
て

も
人
の
力
の
な
せ
る
わ
ざ
で
は
な
い
と
、

諸
人
が
し
き
り
と
噂
し
て
お
る
わ
。

Ｅ 到着



天
文
四
年
十
月
二
十
一
日

去
る
八
月
以
来
、
上
総
峯
上
（
み
ね
が

み
）
の
地
の
古
木
を
当
社
の
用
材
に
と

伐
っ
て
お
る
。
ま
た
鳥
居
用
の
木
材
二

本
も
伐
っ
て
お
る
そ
う
な
。
こ
れ
は
上

総
の
国
が
我
が
国
に
属
し
て
、
造
営
の

材
木
が
自
由
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な

る
瑞
相
だ
と
、
皆
々
が
噂
し
て
お
る
ぞ
。

Ｂ 材木



世間で評判を取る

これこそが氏綱が狙ったことなのではないか？



F 評判天
文
四
年
八
月
二
日

今
月
中
に
上
宮
の
回
廊
が
竣
工
す
る
そ

う
で
、
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
進
捗
ぶ
り

じ
ゃ
。
氏
綱
殿
は
国
じ
ゅ
う
の
人
足
を

惜
し
み
な
く
造
営
に
つ
ぎ
込
ん
で
く
だ

さ
る
。
た
と
え
公
方
様
や
管
領
が
東

八
ヶ
国
を
悉
く
従
え
た
と
し
て
も
、
己

の
利
を
貪
り
、
神
領
も
押
領
し
て
し

ま
っ
て
、
造
営
の
こ
と
な
ど
全
く
心
に

と
め
て
く
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。



F 評判
そ
れ
に
引
き
替
え
、
関
東
の
宗
廟
た
る

当
社
を
こ
の
よ
う
に
建
立
し
て
く
だ
さ

る
氏
綱
殿
は
、
希
代
の
奇
特
な
御
仁
で

ご
ざ
る
。
き
っ
と
吉
事
に
恵
ま
れ
な
さ

る
じ
ゃ
ろ
う
と
、
世
間
で
も
評
判
じ
ゃ
。



F 評判
そ
れ
に
引
き
替
え
、
関
東
の
宗
廟
た
る

当
社
を
こ
の
よ
う
に
建
立
し
て
く
だ
さ

る
氏
綱
殿
は
、
希
代
の
奇
特
な
御
仁
で

ご
ざ
る
。
き
っ
と
吉
事
に
恵
ま
れ
な
さ

る
じ
ゃ
ろ
う
と
、
世
間
で
も
評
判
じ
ゃ
。

鶴岡造営というプロ
ジェクトを通じて評
判を上げてゆく氏綱



F 評判
天
文
七
年
十
月
十
五
日

つ
ら
つ
ら
思
う
に
、
こ
こ
何
年
か
氏
綱

殿
は
造
営
を
怠
ら
ず
、
み
ご
と
上
宮
を

竣
工
さ
せ
た
も
う
た
。
当
初
申
し
た
通

り
に
、
八
ヶ
国
の
大
将
軍
に
な
ら
れ
る

こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
。



天
文
七
年
十
月
十
五
日

つ
ら
つ
ら
思
う
に
、
こ
こ
何
年
か
氏
綱

殿
は
造
営
を
怠
ら
ず
、
み
ご
と
上
宮
を

竣
工
さ
せ
た
も
う
た
。
当
初
申
し
た
通

り
に
、
八
ヶ
国
の
大
将
軍
に
な
ら
れ
る

こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
。

F 評判

ついに「八ヶ国の大将軍」とまで



鶴岡造営プロジェクトの意図

伝統ある社の建て直しを

国を挙げての大事業としておこない

領民の熱狂を高め国をまとめてゆく

川中島と同じ



上杉・武田は 川中島で戦うことで

北条は 鶴岡社を造営することで

まだ不安定だった国をまとめようとした



鶴岡造営プロジェクトの意図

伝統ある社の建て直しを

国を挙げての大事業としておこない

領民の熱狂を高め国をまとめてゆく

川中島と同じ

一工夫

資金も材木も上総・下総から
敵国への攻撃



この作戦は成功し、北条大帝国が繁栄する

しかし・・・



氏
綱
、
大
檀
那
と
し
て
、
神
宮
寺
・
若

宮
・
弁
財
天
社
・
白
旗
明
神
・
鐘
楼
・

総
門
・
玉
垣
・
石
橋
を
初
め
、
百
八
十

間
の
廊
下
ま
で
金
銀
を
鏤
（
ち
り
ば
）

め
、
花
の
垂
木
（
た
る
き
）
・
・
・
奇

麗
の
粧
な
り
し
か
ど
も
、
民
の
煩
（
わ

ず
ら
い
）
も
な
く
、
国
の
費
（
つ
い

え
）
も
な
か
り
け
れ
ば
、
氏
綱
の
御
威

光
、
日
を
追
い
月
に
重
な
り
け
り
。

後
世
の
伝
説

北
条
記

巻
二



氏
綱
、
大
檀
那
と
し
て
、
神
宮
寺
・
若

宮
・
弁
財
天
社
・
白
旗
明
神
・
鐘
楼
・

総
門
・
玉
垣
・
石
橋
を
初
め
、
百
八
十

間
の
廊
下
ま
で
金
銀
を
鏤
（
ち
り
ば
）

め
、
花
の
垂
木
（
た
る
き
）
・
・
・
奇

麗
の
粧
な
り
し
か
ど
も
、
民
の
煩
（
わ

ず
ら
い
）
も
な
く
、
国
の
費
（
つ
い

え
）
も
な
か
り
け
れ
ば
、
氏
綱
の
御
威

光
、
日
を
追
い
月
に
重
な
り
け
り
。

後
世
の
伝
説もりあがれない・・・

北
条
記

巻
二



川中島は特殊な合戦判明！

戦場の外で、双方が熾烈なＰＲ合戦を繰り広げた。

だから、

派手に宣伝したから、有名になり、伝説も生まれたんだ！



合戦と違って造営は

ドラマに乏しく伝説になりにくい



なぜ、こんなに無名なの？

北条５
代の名

前 全部言
えます

か？

来年の大河ドラマは武田だってさ

またあ？



答え

北条氏は国をまとめてゆく核として、
合戦でなく造営を選んだ。

それは同時代には成功し、大帝国が繁栄したが、
後世の伝説には残りにくかった。



早
雲

何を思うか・・・

氏
綱

氏
康

氏
政

氏
直



課題

合戦でなく造営を国の柱に選んだがゆえに、
忘れ去られた北条大帝国。そんな北条の
国の〈誰か〉になったつもりで、講義内容を
踏まえてお国自慢をしてみて下さい。

私は です。

出題意図：歴史を体感する



字数は150～200字程度
解答時間は 10分です。
講義中に出された上記の課題に対し、

230人の東工大生が真剣に考えて提出したなかから、

個性ゆたかな７つの作品を選んでお届けします。

「補足資料」をごらんください。


